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１．事業の概要 

本科の３年間と専攻科の２年間の５年間により、地域の産業界等と協働し、スマートシ

ティ四日市を実現するために必要となる先進的な知識・技術を身に付け、ものづくりをと

おして地域の課題を解決できる技術者の育成を目指した「ＭＩＥものづくりＳｐｉｒｉｔ」

育成プログラムを開発する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．具体的・特徴的な実践内容 

Society5.0の社会が到来し、産業の変化や働き方が変わる中で、時代の変化に対応する

ことの出来る人材となるための学びについて研究する。 

自動運転の技術開発が進んでいる中で、四日市市が検討する自動運転や物流における自

動運転技術を活用したＡＩターミナルの導入を、学校の教育活動に関連させ、新しい時代

に必要となる知識や技術を身につける。 

（１）地域と世界のつながりを感じた海外インターンシップ 

本科１年生の９月、フィリピン共和国で海外インターンシップを行った。三重県四日

市市に本社を構え、本校の協働パートナーズ企業である株式会社伊藤製作所のフィリピ

ン工場では、現地で製造している製品の品質や従業員の仕事に取り組む様子から、日本

の企業が国際競争の中でものづくりをするためには、現地の歴史や国内情勢を知ったう

えで、日本の文化を大切にしながら広い視点でものごとを考えることが必要であること

を学んだ。また、ＪＩＣＡを訪問し、フィリピン共和国が抱える紛争問題や貧富の差、

インフラ整備など、日本がその解決のために行っている援助および国際協力の大切さを

学ぶことができた。さらに、愛媛県今治市に本社を持つ電動三輪車を製造しているＢＥ

ＭＡＣ株式会社の現地工場を訪問し、現地で展開している電動三輪車事業と海外で工場

を創業するための課題などを学ぶことができた。私たちは、この海外インターンシップ

に参加して、より良い環境や豊かな生活様式について考えるようになり、その実現に寄

与できる人間になるため、多様な人とのコミュニケーションを大切にしたいと思うよう

になるなど、大きく成長できたと感じている。 

ＭＩＥものづくりＳｐｉｒｉｔ  
・【Моｔｉｖａｔｉоｎ】先進的で高度な知識及び技術を習得する力  
・【Ｉｎｔｅｒａｃｔｉоｎ】仲間とともに地域に貢献する「精神（こころ）」  
・【Ｅｖоｌｕｔｉоｎ】課題を発見し、合理的かつ創造的に解決する力  
を身に付け、三重（МＩＥ）の地で、ものづくりをとおして、地域の課題を解決してい

こうとする心意気  
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また、フィリピン共和国における貧富の格差や、交通、水道といったインフラの整備

不足などの問題を目の当たりにすると同時に、それらを改善しようと尽力している日本

企業の取組の様子から、日本の技術力の高さを生かした国際貢献の在り方を学んだ。 

     

図１ 海外インターンシップの様子     図２ スマート家電の研究 

（２）スマート家電の研究 

ＩｏＴについて学び、スマート家電の研究に取り組んだことを文化祭で発表したり、

ドローンについて学んだことを活かして、ドローンレースを実施したりするなど、身に

付けた知識や技術の活用に取り組んだ。 

  画像認識機能を持つDIYキットを用いて、人の表情をセンサーで読み取り、それをラン

プの点灯色でアウトプットするなどの仕組みを考えることで、楽しみながら研究を行っ

た。また、スマートスピーカーを自作することができなかったが、原因を探求するなど

課題の解決に向けても継続的に取り組んでいる。 

（３）自動運転する車両が普及した社会の課題についての研究 

自動運転は様々なセンサーから得られた情報を活用して走行する。そのためには様々

なプログラムが必要になる。また、ハッキング等を防ぐシステムも必要になる。そのこ

とを念頭に置いたプログラミングや制御回路について学んだ。車が安全に走行するには、

確実な自動ブレーキシステムが必要であることから、専攻科修了研究のテーマとして、

ブレーキに重点を置いた研究に取り組むとともに、ハッキングを防ぐための暗号化プロ

グラムやブログラム間の干渉の回避などを学ぶことで、倫理観や危険予知について知見

を深めることができた。 

 

３．成果と改善の方向性 

 本科３年間と専攻科２年間のものづくりをとおして、知識・技術と問題解決のための

手法を体得するとともに、自発的・創造的に学習に取り組んでいく態度を身に付けるこ

とができた。 

Society5.0の社会ではＡＩやビッグデータを上手に扱い、人と人が繋がるために適切

に活用する資質・能力が必要になる。また、自分たちが生活している四日市市の取組を

知り、地域と連携することで、自分たちの生活空間をよりよくするために学んだ知識や

技術を活用することの重要性に気が付いた。今後社会に出てからも地方創生に繋がる三

重の地域産業を担う技術者として貢献したいと考えている。 

  今、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、海外への渡航や地域と連携した取組に

制限がかかっているが、今後は、ＩＣＴを駆使して地域や海外とつながり、専門的な知

識や技術を身に付けたり、コミュニケーションが取れるようにしたい。 
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スマートシティ四日市
の取り組み
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・物質工学科
・機械科
・電子機械科
・電気科
・電子工学科
・建築科
・自動車科
・専攻科

自動運転、スマートシティ四日市に
関する取組

時代の変
化に対応
し、主体
的に学ぶ

人材

IoT、ロボット、人工知
能（AI)、ビッグデータ
といった技術の進展に対
応する知識と技術が必要
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・物質工学科 エネルギーと脱炭素社会について
・機械科 自動運転車両の製作
・電子機械科 プログラミング知識
・電気科 電気回路、スイッチ等
・電子工学科 センサ類についての知識の習得
・建築科 住みやすいまちづくり
・自動車科 自動車技術の進展と構造
・専攻科 Society 5.0の実現を目指す知識と技術
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MaaS

・自動運転実証実験
・まちなか再編
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自分たちの取り組み
海外インターンシップ

- 152-



2年生インターンシップ中止
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講演後の学習
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文化祭での発表

・スマート家電
・ドローン
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電気科の取り組み
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電気科の取り組み２
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自動車、建築
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自分たちの取り組み

身についたこと、これからすること
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ものづくり創造専攻科の
取り組み

Society 5.0の実現を目指す知識と技術
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①自動運転への取り組み
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目的
自動運転における安全性の向上を趣旨とする

研究手順
① 自動車モデル作成

② プログラム作成
③ 自動ブレーキ研究

今回の研究は自動ブレーキに重点を置く
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ハードウェア
Arduino UNO

プログラムが成功するとこのような地図の作成が行われる

自動運転プログラム

動作処理の待ち時間を早くするために

Raspberry Piで分散処理を行う

センサで障害物を感知した後、運転と

合わせてブレーキも必要になってくる

※プログラムの１例
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なぜ、自動運転において、
自動ブレーキは必要か

【国土交通省発表】
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晴天時 雨天時 積雪時

各天候時の制動距離

時速30㎞ 時速40㎞ 時速50㎞

『 天候による制動距離の変化を補正する必要がある。』
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つまり自動運転において、ブレーキ制御

を常に考えて自動運転のプログラムを作

らないといけない
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日永うちわ

この部分
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スマホスタンド製作・寄贈
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伊勢新聞
2021.8.5

中日新聞
2021.7.30
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、海外への渡航や地域
と連携した取組に制限がかかってしまったが、今後は、ＩＣＴ
を駆使して地域や海外とつながり、専門的な知識や技術を身に
つけたり、コミュニケーションが取れるようにしたい。

本科３年間と専攻科２年間のものづくりをとおして、知識・技術と問題解決の
ための手法を体得するとともに、自発的・創造的に学習に取り組んでいくこと
ができた。
●学科の学びを直接研究活動に生かせるなど自らのスキルアップにつながった
●スマートシティ四日市市の実現について研究する中で相手の話を聴く力が向
上した。

●将来、人々の役に立つ仕事や地方創生に繋がる地域産業を
担う技術者として貢献したいと考えるようになった。
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明智工業㈱
旭電気㈱
朝明精工㈱
㈱東産業
㈱ADEKA三重工場
㈱アローズ
イケダアクト㈱
石原産業㈱四日市工場
㈱板津商店
㈱伊藤製作所
㈱稲垣鉄工
㈱稲藤
井村屋㈱
内田鍛工㈱
エイベックス㈱多度工場
ｴﾑｲｰｼｰﾃｸﾉ㈱中部事業部
エバ工業㈱
㈱NTTファシリティーズ東海

㈱おやつカンパニー
河村産業㈱
銀河電機工業㈱
九鬼産業㈱
㈱ケーブルネット鈴鹿
㈱小杉食品
コスモ石油㈱四日市製油所
小林機械製作所㈱
㈱誠電
㈱佐野テック
㈱シー・ティー・ワイ
㈱シーテック
ＪＦＥｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱津製作所
下津醤油㈱
ジャパンマテリアル㈱
ｼﾞｬﾊﾟﾝﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ㈱津事業所
㈱シリックス
㈱鈴工

㈱杉村製作所
住友電装㈱鈴鹿製作所
㈱誠文社
ダイソウ工業㈱
中央精密㈱
中央建設㈱
中部電気保安協会三重支店
中部電力㈱パワーグリット三重支社
DMG森精機㈱伊賀事業所
㈱デンソー大安製作所
㈱東亜鍛工所
㈱トーカイ
㈱東海精機
東海精工㈱
㈱東邦鋼機製作所
東洋化工機㈱
TOYO TIRE㈱桑名工場
豊田合成日乃出㈱
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㈱トピア
㈱内藤
㈱ナカムラ工業図研四日市オ
フィス㈱中村製作所
中山水熱工業㈱
ナブテスコ㈱津工場
㈱ナベル
㈱ナルックス
日進ガルバ工業㈱
パナソニック㈱四日市事業所
㈱FEED
㈱百五銀行
㈲平野商会
㈱ヒラマツ
フヂイエンヂニアリング㈱
富士電機㈱鈴鹿工場
富士電機㈱三重工場
藤吉プラスチック㈱
㈱プラトンホテル

古河電気工業㈱三重事業所
北勢電気㈱
マツオカ建機㈱
㈱松阪鉄工所
㈱前田テクニカ
㈱前野建築設計
三田工業㈱三重工熱㈱
三重促成㈱
㈱三重平安閣
三鈴工機㈱
水谷鉄工㈱
㈱ミツイバウ・マテリアル
㈱宮﨑本店
㈱ムロコーポレーション
㈱明和製作所
森寺工機㈱
ﾔﾏｻﾞｷﾏｻﾞｯｸﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱いなべ製作所
ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ・ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱
四日市合成㈱

㈱ロジセンス
㈱ロンビック
アイシン精機㈱
NPO法人 a trio
三重県雇用経済部
（おしごと広場みえ･雇用対策課･

ものづくり・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ課）
三重茶農業協同組合
三重県中小企業家同友会
四日市商工会議所
四日市市商工農水部商工課

９７企業 ７団体
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ご静聴ありがとう

ございまし

た。
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